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INDICE Cloud
クラウド型臨床・疫学研究症例登録・割付システム

要旨

１．UMINがクラウド型臨床・疫学研究症例登録・割付システムを開発

２．UMINのシステム管理、ID管理、セキュリティ管理、バックアップ等の
情報インフラを活用して同システムを全医学研究者に無料提供



INDICE Cloudの背景

〇臨床・疫学研究では、第三者機関による症例登録・割付が望ましい。
⇔第三者機関による症例登録・割付には、人件費・ソフト開発費が必要。

UMINセンターによる個別プロジェクト毎のソフト開発の
ないクラウド版システムであれば、無料で提供可能

〇従来のUMIN臨床・疫学研究症例登録・割付システム（INDICE）では、
1)ソフト開発費用・開発期間が必要、2)症例数の下限があった

〇UMINは、システム管理、ID管理、セキュリティ管理、バックアップ等
のためのインフラのための予算を国から得ている



INDICE Cloudとは何か（１）
UMIN提供のインターネットのクラウド型情報システム

INDICE Cloudサーバ

インターネット

［研究開始前]
Webで症例登録・割付画面の構築

プロジェクト管理者

医師

・ハードウエア保守
・サポート
・バックアップ採取
・ハード・ソフト障害時の対応

Web症例登録・割付システムに
症例登録・割付データを入力

Web症例登録・割付画面の構築
症例データのダウンロード
サーバ管理なし、端末のみ

サーバ運用管理

［研究終了後] 症例データのダウンロード



INDICE Cloudとは何か（２）

１）症例登録・割付システムの構築が容易
２）サーバ運用管理の費用・労力が要らない

構築後すぐ運用可能（動作確認は充分してください）

無料

UMIN医学研究支援センター（INDICE）と
同様のセキュリティ管理

課題 デザインの簡単な研究しか実施できない
（割付は１回、群数は最大２群まで）

簡便

迅速

安価

安全



INDICE Cloudとは何か（３）

運用可能研究数 事実上、無制限

（２～３千研究程度は運用可能）

登録可能症例数 事実上、無制限

無作為割付群数 ２群まで（単群もしくは２群）

無作為割付方法 単純無作為割付または最小化法

登録割付画面数 １画面まで

登録割付画面データ項目数 200項目（事実上、無制限）

経過記録画面数 98画面（事実上、無制限）

経過記録画面データ項目数 200項目（事実上、無制限）



新規プロジェクトの作成（１）
１．プロジェクト基本情報の入力 ２ｰ１．画面設定⇒プロジェクトに１枚づつ画面を追加

２ｰ２．画面設定⇒各画面に１つづつデータ項目を追加

３．結果一覧表示画面設定

４．割付設定



新規プロジェクトの作成（２）
１．プロジェクト基本情報の入力

５．施設管理（参加施設の設定）

６．利用者管理（参加研究者の設定）

７．メニュー画面（管理者）

７－１．症例登録・割付画面

７－２．登録結果一覧７－３．割付情報



講習会とチューアルのご案内
https://www.umin.ac.jp/indice/cloud.html

講習会のご案内

HTML版チュートリアル

YouTube版チュートリアル

「indice cloud」で検索
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